
　　　　　　　　　　　　　　  

各章で主に用いられる類似薬の分類図です．類似薬にはどのような
ものがあるのかが一目でわかります．分類は作用機序などの違いに
よる「系統（　）」とその系統に含まれる「類似薬（　）」の２つの
階層からなります．それぞれの階層での使い分けを各章ごとに前半
部分と後半部分に分けて解説しています． 

本書の構成 
本書では，薬の使い分けが難しい疾患別に，類似薬の特徴と違いを比較し，

適切な薬の選び方と使い方を解説した実践書です．その薬を選ぶ根拠も解説し
ているので，「似た薬が多くてどれを選んでよいかわからない」，「なぜこの薬
選ぶのか理由がわからない」などの疑問が解決され，納得して処方できるよう
になります． 
各章の基本的な構成は以下のようになっています（一部例外あり）． 
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「系統間」の分類　　使い分けの解説は 

「類似薬」の分類　　使い分けの解説は 
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前半部分では，主に疾患の概要と系統間（分類図の　）での薬の使
い分けについて解説されています．はじめにPointが箇条書きで表記
されており，要点がすぐにわかります． 

第1章 降圧薬 
第2章 抗不整脈薬 
第3章 狭心症治療薬 
第4章 脂質異常症治療薬 
第5章 糖尿病治療薬 
第6章 消化性潰瘍治療薬 
 

第7章 抗炎症薬（NSAIDsを中心に） 
第8章 気管支拡張薬 
第9章 鎮咳薬 
第10章 皮膚疾患治療薬 
　　　　i   蕁麻疹治療薬 
　　　　ii  湿疹皮膚炎治療薬 
 

第11章 抗菌薬 
第12章 睡眠薬  
第13章 抗不安薬  
第14章 抗てんかん薬  
第15章 骨粗鬆症治療薬 
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後半部では，各系統での類似薬（分類図の 　）の使い分けについて
の解説されています．はじめにPointが箇条書きで表記されており，
使い分けの要点がすぐにわかります． 
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4 随所に症例が掲載されています．具体的な処方例とその解説を学ぶ
ことで，より理解が深まります． 
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